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お客様概要 :富士フイルムグループは、コーポレート
スローガンに「Value from Innovation」を掲げ、
写真技術の発達の中で長年培った有機化学から半導
体、情報科学に及ぶ豊富な知見や、高度なメカトロニ
クス、独自の創薬力など、富士フイルムグループが持
つ先進独自の技術を融合させ、社会課題の解決のた
めの「新たな価値」創出に積極的に取り組んでいます。
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https://fujifilm.jp/
所在地:東京都港区赤坂9丁目7番3号    
主な業種:製造業

 【 課題 】
デジタルトランスフォーメーショ
ンの一翼を担うRPA

　富士フイルムグループは写真フィル
ムのコア事業をはじめとして、写真技
術の発達過程で長年培ってきた技術を
応用・活用し、イメージングソリュー
ション、ヘルスケア＆マテリアルズソ
リューション、ドキュメントソリュー
ションの3つを柱として事業を展開し
ており、2019年1月20日に創立85年
を迎えた。新たな価値の創出に向け
「Value from Innovation」を コ ー ポ
レートスローガンとして掲げ、全社を
あげて常に改革に取り組んでいる。そ
の改革の中核として、同社では2017
年10月にデジタル変革委員会を立ち上
げ、グループ全体のデジタルトランス
フォーメーションによる業務改革を推
進している。そこでは ITを活用した製
品・サービスの革新、経営・企業活動
の業務革新を加速できるよう全社横断
活動として進めている。
こうした活動に先駆け、2016年後半
までにAI、IoTなどの最新 ITの活用可
能性を評価してきた。富士フイルムグ
ループの IT部門を牽引する経営企画部 
IT企画部長 兼 Robotic Innovation室 
マネージャー 柴田 英樹 氏は「さまざ
まな ITのツールがある中で、技術的な
調査も踏まえ、間接業務を効率化する
にはRPAがうまく活用できそうだ」と
調査していたことを語る。また、時を

高いUiPathは、レコーディング機能
によるカバー範囲が広いので、その開
発の多くをレコーディング機能でまか
なえ、専門知識を要する作業が少なく
て済む。」と続けて説明した。
　実証実験を経て、柴田氏は「RPAを
活用することにより、RPA適用対象業
務の7割近くを効率化できるという目
論見があった。」と言う。こうしたこ
とを踏まえ、2017年4月よりUiPath
の本格導入へと踏み出していった。

 【 導入効果 】
RPA導入の試行錯誤で実感した
BPRの重要性
　富士フイルムグループのRPA導入展
開は、経理部門をはじめ、グループ内
のシェアードサービスを行っている給
与、人事、購買業務など、RPAの導入
効果の高い業務に優先順位をつけなが
らプロジェクト化し、RPAの導入を進
めていった。本格導入が開始された
2017年4月から9月までの半年間は、
柴田氏いわく「プロジェクトを進めつ
つ、全社展開を見据え、ロボット開発
の生産性向上、RPA導入のスピードアッ
プ、RPA維持管理・安定運用も同時進
行で取り組んでいましたが、やってみ
ないとわからないことも多く、試行錯
誤の繰り返しでした。」と言う。
その試行錯誤の中では、多くの「気づ
き」もあったという。その最たるもの
は「現状の業務を単純にロボットへ移

同じくして経営企画本部　経理部　マ
ネージャー　濵田 直樹 氏も「経理部
門においても、業務効率化を模索する
中でRPAが使えそうだ」と、独自調査
を行っていたとのこと。そして2017
年1月から3月まで、経理部をパイロッ
トとして同社でのRPAの実証実験が行
われることとなった。

 【 ソリューション 】
ツール選定にはERPとの親和性
の高さを重視
　実証実験を行う前に、どのRPAツー
ルを使用するのか選定が行われたのだ
が、当時の状況を柴田氏はこう説明す
る。「重視したのはERPとの親和性で
す。それはERPの入出力業務の負荷が
高く、ERP業務に関わっているユーザー
が多いためです。それ以外にも、グロー
バルでの対応力や、導入実績、導入後
の運用支援体制など、様々な観点を比
較検討した結果、UiPathを含めた2社
が最終選定候補に残りました。最終的
には実際にロボットを作ってみて、開
発のしやすさなどを含めた総合評価で
UiPathを採用しました。」
パイロットとして実証実験を行った経
理部は、ERPを使った業務が特に多い
部門のひとつである。現在、UiPathを
使ったRPAの開発は、経理部内でも
行っている。UiPathの優位性について
濵田氏は「プログラミングに精通して
いない経理部でも、ERPとの親和性の

業務プロセス改革でRPAの効果を最大化
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行しても限定的な効果しか得られない。
ならば、現行の仕事のやり方・業務プ
ロセスを見直して、RPAを前提とした
プロセスに最適化することが事前に必
要だ」ということだった。
そこで、RPAの効果をより高めるため
には、BPR(ビジネス・プロセス・リ
エンジニアリング )とRPA活用をセッ
トで行う必要があると考え、2018年2
月にRobotic Innovation室を立ち上げ
た と 柴 田 氏 は 語 る。「Robotic 
Innovation室では、RPAの活用に拘ら
ず、様々な ITを適材適所で活用するこ
とを推進している。RPAはあくまでツー
ルの一つ。場合によってはExcelマク
ロで十分なケースもある。また、役割
や体制を変えるだけで解決するケース
もある。RPAの活用云々以前に、現状
の業務を可視化することでWhy、
What、Howが明確になり、最適な
ツールが見えてくる。」とRobotic 
Innovation室のゴールは徹底した業務
の効率化・自動化だと強調した。

  【 今後の展望 】

部門主導で業務改革を
推進できる仕組み作り

　濵田氏は、経理部の短期・中長期の目
標について以下のように語った。「経理
部門では、経理部全員がRPAを開発し、
使いこなせるところまで持っていきたい。
四半期毎に段階的にトレーニングプログ
ラムを展開・拡充し、全員が今年中に
RPAの開発を必ず一回は行う。そして

ションである。ユーザー自身が開発し、
使いこなすことで参加意識や愛着も生ま
れると言う。
　続けて柴田氏いわく「RPAを導入した
ことにより、あらためて業務の可視化が
できたので、RPAで自動化ができていな
いプロセスについても、今後さまざまな
ITツール、例えば、AI(人工知能)や
BI(ビジネスインテリジェンス)を組み合
わせて、業務プロセス全体を自動化・効
率化できるようにしていきたい」と将来
の展望について語った。
妥協のない改革意欲に、デジタルトラン
スフォーメーションの実直な姿勢がうか
がえた。

可能な限りルーティン業務はRPAに任
せて、付加価値業務にさらに時間を割い
て、各事業の参謀役にシフトしていきた
い。」
　また、柴田氏も直近の目標について
「経理部をベストプラクティスとして、
IT部門を介さず、ユーザー部門が主導す
るRPA活用による業務効率化の取り組
みを全社に一気に拡げていきたい。」と
語った。従来、ITツールの導入・活用に
関しては、IT部門のリソースに依存し、
業務のニーズ・課題に対する迅速性・柔
軟性の観点では課題があった。こうした
課題解決には、ユーザー部門が主導して
開発できるRPAは非常に有効なソリュー
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デジタルトランスフォーメー
ションによる業務改革を模索

導入前
導入後

RPA 活用による業務改革の
重要性についての意識変化

IT 部門に依存した
IT の開発・活用

ユーザー部門主導での IT 活用
の足掛かり
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